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Ｎ「第430号漕

毎　月10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行
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用
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．
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
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謝
脚

削
間
　
Ｌ
Ｈ
仙
刷
肌
用

愉
酢
脚

バ
誰
酢
加

Ｊ
Ｈ
Ｈ
ｒ

用
誰
腑
冊
机
“
“

刷
脚
附
用
誰

醐〃Ⅲ刷Ⅲ誰
捌

さ
つ
き
展

初
夏
を
告
げ
る
花
と
し
て
、
昔
か
ら

日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
て
い
る
　
〝
さ
つ

き
″
　
の
展
示
会
が
、
五
月
二
十
日
か
ら

一
週
間
、
「
さ
つ
き
同
好
会
」
の
主
催

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
町
民
会
館
に
は
、
と

こ
ろ
せ
ま
Ｌ
と
、
さ
つ
き
の
古
花
・
銘

花
新
花
な
ど
三
百
余
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
さ
つ
き
は
、
日
本
原
産

で
庭
木
、
盆
栽
に
よ
く
、
寿
命
も
長

く
、
色
彩
・
形
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

み
、
初
心
者
に
も
育
て
や
す
い
と
い
う

こ
と
で
年
々
こ
の
花
に
ひ
か
れ
て
い
く

人
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

も
、
始
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

多
数
の
力
作
の
な
か
で
、
次
の
か
た

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

町
長
嘗
　
西
村
泰
俊
（
吉
田
団
地
）

議
長
賞
　
松
本
ミ
チ
エ
（
頃
　
末
〕

教
育
長
嘗
　
石
田
重
雄
（
吉
田
団
地
）

同
好
会
会
長
賞
　
古
海
正
治

（
下
二
町
任
）

西
日
本
新
聞
社
賞
　
西
村
泰
俊

町
長
賞
の
西
村
さ
ん
の
力
作

梅雨がきます、川にごみを捨てないでください

．
丁
　
∴
　
　
　
こ
二
、
．
ノ
・
ｔ
ｒ
．
、
＿
ｔ
．
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梅雨‘がやって　き　ます

一昨年の頃末両区・中間水巻線にて

水害等による緊急避難場所

Ⅸ　　　 名
避　　 撤　　 場　　 所

第　 1　 避　 撤 儲　 2　 避　 難

，立　 屋　 敷 公　　 民　　 館 伊 左 餓 ′ト学 校

伊　 左　 亜 ケ ケ

み ずほ 団地 ヽ ケ

八所神社 ・信行寺 ケ

二　 町 ・仕 八所神社 ・公民館

林　 住　 宅 伊 左 座 小 学 校 ケ

下　　　 二 公　　 民　　 館

下 二 揮丁住 ケ ケ

入 江 興 麿 入 江 興 廓 社 宅 ケ

青 田 用 地 集　　 会　　 場 唐 ・団 4 、学 校

脅　 田　 ｒ一 公　　 民　　 館 ヽ

古　 田　 ∴
★船神社 ・妙楽寺

前 2 保育 所
〃

台　 目　 三 河守神社 ・公民館 ケ

実 吉野 用 地 － －

頃　 末　 席
境 木 小 学 一女

頃 朱 ・机 ・水 中

の 各学 校噴　 未　 北

ネ＼ も＼ 小　 学　 椒 机　 小　 学　 梗

古 ．　 蜜 公　　 民　　 館 °

・断 ．生　 仕丁水 巻 中 学 楔 水 巻 中 学 校

樋　　 ＩＩ公　　 民 1 ：餌 猪 熊 小 学 校

猪　　　 熊 鷹 見神社 ・公民館 猪熊小 ・■見神 社

猪 能 町 住 公　　 民　　 館 猪 熊 小 甘 校

鯉 Ｌ日 刊 地 唄 末 小 学 授 噴 末 小 学 捜

ホ 　ヽ 社　 宅
公　　 民　　 館

宮 ／下社 宅

古　 賀 14 古 賀 区供 用施調 水 巻 中 ‘芋 校

極 ノ　木 区 第 1 集 ‾会 所 ケ

稚 ノ木 用地 水 巻 中央幼 稚瀾 ケ

高 松 用 地 集　　 会　　 所 °

高 尾 団 地 － －

第1避難は部分的災鵠こを想定した場合で近くの
公共施設劉二一時収容する。
靖2避鰍ま非瀦事態が発生し、遠賀川堤防溢水
決壊尊厳憩の場合。

！／

今
年
も
梅
雨
の
時
糊
を
迎
え
ま
す
が
あ
な
た
の
水
害
に
対

す
る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か
。

町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
害
を
防
ぎ
、
ま
た
住
民
の

被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
各
関
係
機
関
が
集
ま

っ
た
「
水
防
協
議
会
」
で
水
防
対
策
を
検
討
し
、
今
年
の
水

防
計
画
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

避難場所等の

ぜひ確認を

町
水
防
協
議
会
で

は
、
町
内
の
璃
要
水

防
区
域
及
び
危
険
個

所
を
別
表
の
よ
う
に

指
定
す
る
と
と
も

に
、
災
害
に
あ
っ
た

と
き
の
た
め
に
緊
急

避
難
場
所
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
各
家
庭

で
も
万
一
の
災
害
に

傭
え
て
十
分
注
意
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。な

お
、
非
常
事
態
に
は
次
の
と
お
り

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

七
月
上
旬
に
局
地
的
な
大
雨

福
岡
管
区
気
象
台
が
五
月
二
十
一
日

九
州
北
部
の
六
月
か
ら
向
こ
う
三
カ
月

の
長
期
予
報
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
梅
雨
入
り
は

例
年
よ
り
や
や
早
く
な
り
、
六
月
上
旬

に
は
、
梅
雨
前
線
が
九
州
南
岸
に
接
近

し
、
中
旬
以
降
活
発
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
七
月
上
旬
に
は
、
局
地
的
な

大
雨
の
恐
れ
が
あ
り
、
梅
雨
明
け
は
、

平
年
よ
り
や
や
早
く
な
り
そ
う
で
す
。

八
月
は
、
太
平
洋
高
気
圧
に
お
お
わ
れ

て
暑
く
な
り
ま
す
が
、
一
時
寒
冷
前
線

の
影
響
で
、
に
わ
か
雨
が
降
り
や
す
い

で
し
ょ
う
。

台
風
の
発
生
は
、
平
年
よ
り
や
や
多

い
で
し
ょ
う
が
、
北
部
九
州
に
影
響
す

る
の
は
、
三
個
の
見
込
み
で
す
。

く
わ
し
い
予
報
は

芦
屋
基
地
予
報
官
へ

曾

0

9

3

・

2

3

・

0

9

8

1

－

ヽ

水防信号表
這 、ミ竺

サ イ　 レ　 ン 信 号　 ’ 説　　　　 明

第 1億 号 警戒水位に達した場合は広報車で
遠Ｊ賂して阿ります

第 2 信 号 約 5 秒　 約 6秒　 約 5秒　 約 6 秒
消防団且が全月出勤
すべき書を知らせる
場合0 －休止　　 〇一休止

第 3 信 号
約10秒　 的 5秒　 約10秒　 約 5 秒

水防管理団体の区域
内に居住する者が水
防の応援のために出

〇一休止　　 〇一休止 ｌ
動すべき車を知らせ
るもの

第 4 信 号 約 1分　　 5 秒　　 的 1分
必要と認める区域内

の居住者に避難すべ
〇一休止　　 〇一 き事を知らせるもの

（河川の部）　　　　　重要水防河川区域及び危険個所
ｌ 河　 川　 名 箇　　　　　 所　　　　　 別 予想 され る危険

イ 堀　　　　 川 吉田 ノ一 ・二 ・三　 一帯　 70 0ｍ 溢　　　　 水

ロ ・摺　 漠　 川 吉田 ノ二 （本村 、滑石 、御輪地）一帯　 3（粕ｍ 溢水 及び埋没

Ｉ、 赤　 水　 川 頃末東町附近一帯 100 ｍ 溢　　　　 水

山　 田　 川 頃末先園 から中姐 一帯　 20 0ｍ 〃

ホ 鯉　 口　 川 鯉 口区一帯 1 00ｍ 〃

へ 大　 平　 川 旧中央区鹿児島本線 ぞい一帯　 50 0ｍ ク

部の株山

地　 区　 名 箇　　　　　　 所　　　　　 別

1 青 田 ノ二本 柑 本山一・一一組山裾

2 青 田 ノ三尊返 折尾高校下山裾、河守神社南側一帯

3 絶　 ．Ｈ　　 区 鯉 日医裏、みよしの団地下、鉄遺ぞい一帯

4 噴　　　　　 末 大平ＬＵ楕－・静

5 か 旧自炊か＼寄栖跡西側

6 噴　　　　　 末 明神 ヶ辻山裾一構

7 頃未（蛤社宅登りＵ） ベン トナイト採取跡

8 析　　 生　　 衡 山ノ神、新生梅真山一帯

9 樋　　　　　　 口 樋口、赤水、卯月地区山稲－・帯、・大字古賀手足 谷

宅
地
防
災
工
事

資
金
の
貸
付

㊥
申
込
受
付
期
間

年
中
い
つ
で
も
結
構
で
す
。

㊥
申
込
受
付
機
関

最
寄
り
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
牽
示
し
た
金
融
公
庫

詳
し
い
こ
と
は
公
庫
福
岡
支
所
ハ
奮

0

9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

火事・救急は119番　暴力は110番へ
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↑

活
力
あ
る
町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

【
・
ハ
レ
ヂ
ボ
ー
ル
】

二
般
女
子

優
　
勝
　
頃
　
末

準
優
勝

三
　
位

。
中
学
男
子

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
女
子

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

。
小
学
女
子

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

【
卓
　
球
】

。
一
般
男
子

優
　
勝

準
優
勝

。
一
般
女
子

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
男
子

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
女
子

優
　
勝

準
優
勝

【
剣
　
道
】

。
小
学
5
年

優
　
勝

準
優
勝

。
小
学
6
年

優
　
勝

準
優
勝

下
　
二

吉
田
団
地
、
古
賀

頃
　
末

古
賀
区

頃
　
末

下
　
二

吉
田
一
、
猪
熊

吉
田
団
地

上
　
二

下
二
、
猪
熊

。
中
学
1
年

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
2
・

優
　
勝

準
優
勝

。
一
般

三
段
以
下

優
　
勝

準
優
勝

三
段
以
下

優
　
勝

準
優
勝

四
段
以
上

優
　
勝

準
優
勝

後
藤
稜
孝
（
伊
左
座
小
）

伊
藤
智
延
（
吉
田
小
）

3
年

辰
己
徹
彦
（
猪
　
熊
）

安
部
昌
幸
（
頃
　
末
）

（
3
0
歳
未
満
）

久
保
　
彰
（
吉
　
田
）

中
尾
治
実
（
吉
　
田
〕

（
3
0
歳
以
上
）

原
口
達
夫
（
梅
ノ
木
）

川
端
憲
三
（
猪
　
熊
）

国
武
忠
義
（
伊
左
座
）

江
頭
正
基
（
梅
ノ
木
）

幸
村
克
己
（
樋
口
）

後
藤
勇
（
上
二
町
任
）

田
中
玲
子
（
古
賀
区
）

真
鍋
道
子
（
み
ず
ほ
）

川
浪
英
次
（
高
　
尾
）

中
村
繁
個
（
吉
田
二
）

北
里
美
穂
（
吉
　
田
）

つ
ち
井
よ
う
子
（
吉
田
）

【
軟
式
庭
球
】

。
一
般
男
子

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
男
子

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
女
子

福
内
・
森
田
組

田
中
・
小
川
組

苫
田
・
重
水
（
南
中
）

田
仲
・
小
田
（
南
中
）

優
　
勝
　
遠
藤
・
吉
富
（
水
中
）

準
優
勝
　
尾
上
・
石
松
（
水
中
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

柴
田
光
規
（
猪
熊
小
）

一
伊
藤
裕
二
　
（
吉
田
小
）

大
山
徳
一
（
猪
熊
小
）

新
洞
享
三
（
吉
田
小
）

小
学
生
女
子

優
　
勝
．
＋
亀
典
子
（
伊
左
座
小
）

準
優
勝
　
工
藤
千
佳
（
頃
宋
小
）

ｌ
一
般
男
子

ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝

準
優
勝

シ
ン
グ
ル

健
　
勝

準
優
勝

一
般
女
子

優
　
勝

準
優
勝

ジ

ュ

ニ

ア

優
　
勝

準
優
勝

村
上
・
福
井
組

竹
内
∵
野
本
組

矢
野
（
猪
　
熊
）

時
枝
（
頃
　
末
〕

中
村
　
智
（
頃
　
末
）

中
村
　
三
（
頃
　
末
）

畠
田
・
富
田
組

新
垣
・
吉
田
組

1日1円で最高100万円の交通共済に加入しましょう
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野

犬

狩

り

に

ご

注

意

を

最
近
、
各
地
で
野
犬
が
増
え
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
地
元
の
協
力
を
え
て
、

薮
物
（
黄
色
の
旗
で
表
示
）
に
よ
る
一

斉
野
犬
狩
り
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。幼

児
の
お
ら
れ
る
家
庭
は
、
十
分
に

注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

㊥
目
時
　
6
月
1
3
日
午
後
6
時
～
6
月

1
4
日
午
前
8
時

。
地
区
　
古
賀
区
　
古
賀

梅
ノ
木
田
地
　
膚
松
田
地

雨
天
の
場
合
は
、
6
月
2
7
日
～
邸
日

に
順
延
し
ま
す
。

㊥
日
時
　
6
月
2
0
日
午
後
6
時
～
6
月

2
1
日
年
前
8
時

。
地
区
　
吉
田
二
、
三

吉
田
団
地
5
9
棟
内

店
舗
入
店
者
募
集

①
募
集
業
種
及
び
家
賃

惣
菜
店
一
店
　
箔
が

家
　
賃
　
1
1
、
2
0
0
円
（
月
額
）

㊥
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
者
で
、
店
請
経
常
の
資
金
、
経
廟

資
格
、
居
住
地
域
等
、
苫
田
団
地
に

適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
す
み
や

か
に
開
店
で
き
る
者

⑨
入
店
者
の
決
定

応
募
者
の
中
か
ら
㊥
の
条
件
等
を
考

慮
し
、
町
長
が
決
定
し
ま
す
、
同
条

件
者
と
患
わ
れ
る
者
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
を
行
な
い
ま
す
。

④
募
集
期
間
　
6
月
1
1
日
～
6
月
1
6
日

⑤
申
込
方
法

住
宅
課
管
理
係
に
印
鑑
・
住
民
票
持

参
の
う
え
本
人
（
代
理
の
時
は
事
業

計
画
等
の
説
明
で
き
る
者
）
が
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
共
済
の

総
代
候
補
者
の
選
出

六
月
三
十
日
で
、
交
通
共
済
総
代
の

任
期
が
切
れ
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い

新
総
代
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
す
。

〔
敬
称
略
〕

は
学
校
開
始
日

県
保
母
資
格
試
験

藤
崎
　
正
志

吾
川
サ
カ
エ

粟
‖
ク
ツ
エ

区
長
会
代
表
、

婦
人
会
代
表

商
工
会
代
表

小
・
中
学
校
運
動
場
の

借
用
に
つ
い
て

大
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
つ
れ
て
、

学
校
運
動
場
の
利
用
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
各
学
校
で
借
用
方
法
が

異
な
る
た
め
不
便
を
生
じ
て
い
ま
す
の

で
、
七
月
一
日
よ
り
統
一
し
ま
す
の
で

ご
留
意
ノ
＼
だ
さ
い
。

㊥
申
込
方
法

。
小
学
校
運
動
場

代
表
者
は
前
月
の
二
十
日
、
午
後
四

時
に
（
六
月
は
二
十
日
）
印
鑑
持
参

の
上
、
各
校
の
教
頭
先
生
ま
で

。
中
学
校
運
動
場

先
記
の
要
領
で
前
月
の
二
十
一
日
、

午
後
四
時
（
た
だ
し
、
六
月
は
二
十

一
日
）

当
日
が
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
の
と
き

▼
試
験
日

▼
試
験
場

▼
受
験
料

8

月

7

日

～

9

日

番
蘭
女
子
短
期
大
学

〔
福
岡
市
南
戻
）

2

千

円

▼
申
込
み

6
月
1
8
日
～
2
2
日
の
間
に
遠
賀
福
祉

事
務
所
総
務
課
ま
で
（
普
6
0
1
・

2
1
2
1
）

調
　
理
　
士
　
試
　
験

▼
試
験
日
　
8
月
1
0
日
（
金
曜
〕

▼
試
験
地
　
北
九
州
大
学
（
小
倉
〕

▼
職
者
受
付
　
6
月
1
1
日
～
1
5
日
の
閥

に
遠
賀
保
健
所
（
頃
未
）
ま
で

タ
バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
ユ
一
箱
で

二
四
円
が
町
の
収
入
に

ゴミ出し日を必ず

守りましょう

一般家庭ゴミ出し日は、各地区ごと決

まっていますが、最近、一部の人たちが

収欒日以外にゴミを出しているため、犬

・猫がゴミを喰いあらすなど、道路側溝

がつまり、著しく地城環境が阻害されて

います。どうか、一人一人が次のとおり

決められた日にゴミを出しきれいな、街

づくり。に協力しましょう0

㊥もえるゴミ

0月・木曜日

吉田一、二、三、苫田団地、頃宋旭町

緑風園、松栄在、机、机社宅、新生街

古賀、梅ノ木団地、猪熊（入柳除く）

猪熊町任

0水・土曜日

美吉野団地、鯉口団地、頃末伏原、中

卒田・事町、みずまき苑中橋1組

0火・金曜日

上記以外の地区

㊥もえないゴミ

0第1・3水曜日

富田一、二、三、富田団地、頃末大平

・旭町、緑風園、美吉野団地、鯉口団

地、机、机社宅、宵ノ下社宅、新生街

古賀、古賀区、梅ノ木団地

0第2・4水曜日

上記以外の地区

＠粗大ゴミ

0第1土曜旧

告甘ト一、二、三、吉田団地、頃末大平

・旭町、緑風園、美吉野、鯉口団地

0第2水曜日

猪熊（入柳除く）・猪熊町住

0第3土曜日

！二記以外の地区

粗大ゴミについては、収集日の二日前

までに役場衛生係に連絡ください。

しＴ

一

輔

　

巨

【ｌ

象

ｒ

ｋ
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†一Ｔ ｉ＿

協議会にご寄贈が

－お　　礼
香典返しとして次のかたから社会蕃

ありました。あっくお礼申し上げます。

古賀新生街　故浜田　スマ殿　　大日方昇敏殿
吉田団地　　故松島　朝久殿　　松島アキコ殿

頃　末　　　故久保田　菜殿　　久保田光恵殿
吉田二　　故白石　サヨ殿　　日石　誠記殿

上　二　　　故佐藤国治郎殿　　佐藤　義雄殿
頃東南区　政原　　福次殿　原　節子殿

なお、故原氏は行政相談員、区長として活躍されていました

日　曜在宅医

6月10日　有留医院　内・児科　苫　田　曾201・1394

6月17口　伊藤医院　皮膚科　頃　末　書201・0527

6月24日　入江医院　外　　科　頃　末　曾201・3320

7月1日　渡辺医院　外　　科　頃　末　曾201・2616

7月8口　楠本医院　内・児科　大勝橋禽（093）24・0385

診療時間は9時から17時　原則として往執ま致しません。

あなたの役場です　電話（201）4321番


